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V354a CTA大口径望遠鏡用分割鏡制御システムの試験構造体を用いた運用試験
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Cherenkov Telescope Array (CTA) 計画は、大中小 3種の異なる口径を持つ望遠鏡をアレー状に配置し、20
GeVから 100 TeVのγ線を現行の望遠鏡と比べ 1桁高い感度で観測する国際プロジェクトである。中でも大口径
望遠鏡は日本グループが中心となって開発を進めてきた。大口径望遠鏡は重量約 47 kgの分割鏡約 200枚から構
成され、それを支える構造体にはGRB等の突発天体に対応するため軽量で丈夫な新素材 CFRP（Carbon Fiber
Reinforced Plastic）が使用されている。望遠鏡の自重により構造体に歪みが生じ、分割鏡の方向が天頂角に依存
して最大 4分角程度ずれるため、焦点面でのチェレンコフ光の結像性能が低下する。これを補正するためにActive
Mirror Control (AMC) という方法が提案されている。各分割鏡に固定された CMOSカメラで方向を常にモニ
ターしながら、分割鏡の支軸に用いられるアクチュエータで微調整するというものである。
本講演では、ドイツのマックスプランク物理学研究所に建設された、大口径望遠鏡の一部を模した試験構造体

を用い、AMC機能の長時間稼働試験を行った測定結果を報告する。また、試験で得られた分割鏡の方向の制御
可能な精度を気温や風速等の天候パラメータと合わせて議論する。


